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　以上より，$ �D����となる�D�の値は　　D ス�，
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 解説

���　S ���P�と�Q�の少なくとも一方は偶数である。

　��つの自然数�P，Q�が条件�S �を満たすとする。

　このとき，P�が奇数ならば�Q�は偶数である。�ア��　

　また，P�が偶数ならば�Q�は偶数でも奇数でもよい。�イ��

���　S� T�は真。

　�PQ�が奇数であるとき，PQ�は奇数であるから，P�と�Q�はともに奇数である。

　したがって，T� S�は真。

　よって，S�は�T�であるための必要十分条件である。�ウ��

　S� U�は真。

　U� S�は偽。�反例：P �，Q ��

　よって，S�は�U�であるための十分条件であるが，必要条件ではない。�エ��

　S � U�は偽。�反例：P �，Q ��

　U� S �は偽。�反例：P �，Q ��

　よって，S �は�U�であるための必要条件でも十分条件でもない。�オ��
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 解説
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���　グラフ�*�が�[�軸と共有点をもつとき　　�
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　すなわち　　 �E ��DE����　……�①

　��次方程式� �E ��DE�� ��を解くと
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　E!��であるから，E�のとり得る

　値の範囲は
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���　グラフ�*�が�[�軸に接するとき，①�の等号が成り立つから
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　また，グラフ�*�と�[�軸との接点の�[�座標は�
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　このとき，\ �
� 
�[ � �であるから，グラフ�*�は

　右の図のようになる。

　したがって，��[�(� �において，\�の最大値は

　サ��であり，\�の最小値は� �
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���　グラフ�*�が点����，���を通るから

　　　　　　� ���D�E� �D ��
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　D!�，E!��における，E � �
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�D � ���のグラフは

　右のようになる。

　したがって，E�のとり得る値の最大値は�ソ��であり，

　そのときの�D�の値は�タ��である。
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　よって，グラフ�*�は���次関数�\ �[ �のグラフを�[�軸方向に
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　だけ平行移動したものである。
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 解説

���　図���より，�����年の開花日の最大値は�����以上である。

　よって，�����年のヒストグラムは　　ア�

　図���より，�����年の開花日の最大値は�����以上�����未満である。

　よって，�����年のヒストグラムは　　イ�

���　�　図���より，モンシロチョウの初見日の最小値はツバメの初見日の最小値と同じ

　　である。

　　よって，正しい。

　�　図���より，モンシロチョウの初見日の最大値はツバメの初見日の最大値より大き

　　い。

　　よって，正しい。

　�　図���より，モンシロチョウの初見日の中央値はツバメの初見日の中央値より大き

　　い。

　　よって，正しい。

　�　図���より，モンシロチョウの初見日の四分位範囲はおよそ　������ �����日�

　　ツバメの初見日の四分位範囲はおよそ　����� ����日�

　　したがって，モンシロチョウの初見日の四分位範囲はツバメの初見日の四分位範囲の

　　��倍より小さい。

　　よって，正しい。

　�　モンシロチョウの初見日の四分位範囲はおよそ����日であり，���日より大きい。

　　よって，正しくない。

　�　ツバメの初見日の四分位範囲はおよそ���日であり，����日以下である。

　　よって，正しい。

　�　図���において，原点を通り傾き���の直線��実線��上にある点が，モンシロチョウと

　　ツバメの初見日が同じ所を表している。

　　重なった点を考慮すると実線上に少なくとも���点あるから，モンシロチョウとツバメ

　　の初見日が同じ所は少なくとも���地点ある。

　　よって，正しい。

　�　図���において，破線は切片が�����および����で傾きが���の直線である。

　　モンシロチョウの初見日を�;，ツバメの初見日を�<�とおくと，��本の破線の方程式

　　は�< ;���，< ;����と書ける。

　　図���において，直線�< ;����の上側の部分に点があるから，その座標を�� 
[，\ �と

　　おくと　　\![���　　　　すなわち　　\�[!��

　　したがって，モンシロチョウの初見日とツバメの初見日の差が����日より大きい地点



　　がある。

　　よって，正しくない。

　以上から　　ウ�，エ�　�または�ウ��，エ��
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　また，0 ��と�7 ��の散布図を考える。

　変換� L[ � 
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V
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V
!��であるから，変換後の散布図は，変換前の散布

　図を縦，横に拡大，縮小および平行移動したものである。

　よって，�，��は適さない。

　また，��において，散布図上のすべての点は�0 �，7 ��ともに����から���の間にある。

　したがって，0 �，7 ��ともに偏差の平方の平均値，すなわち分散が���より小さくなり，

　標準偏差も���より小さくなるから，��は適さない。

　以上から　　ク�

U　�偏差の平均値�

　一般に，データ�;�の偏差� �[ � [， �[ �[，……， Q[ � [ �の平均値は，次の計算からわ

　かるように常に���になる。
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V
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　を��，標準偏差を���にすることができる。この操作を標準化という。
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 解説
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���　��回目の操作が白い袋で行われるには，��回目の操作で白球が取り出されればよい。
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　したがって，��回目の操作が白い袋で行われる確率は　　
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���　��回目の操作で白球が取り出されるのは，次の���つの場合がある。
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　また，��回目の操作で白球を取り出す確率を�T�で表すと，��回目の操作で白球が取り出
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���　��回目の操作で白球を取り出す事象を�$，��回目の操作で白い袋から球を取り出す事

　象を�%�とすると，求める条件付き確率は� $3 � 
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　また，��回目の操作で白球を取り出す事象を�&，��回目，��回目の操作でともに赤球を

　取り出す事象を�'�とすると，求める条件付き確率は� &3 � 
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 解説
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△$%&�の内接円と辺�%&�との接点を�*�とすると，��辺�$%，$&，%&�はそれぞれ点�'，

(，*�で�△$%&�の内接円に接しているから
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右の図の�$%&�にチェバの定理を用いると
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%& ��であるから，%4 コ�，&4 ��で，��点�*，4�は一致する。

ゆえに，点�4�は�△$%&�の内接円と辺�%&�との接点であるから　　,4 U (サ�
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�$%&�の内接円と辺�$&�に対して，接線と弦の作る角の

性質より　　�')( �'($

�$'(�は�$' $( ��の二等辺三角形であるから

　　　　　FRV�'($ 

�

�
'(

$(

$

' (

� �

　　　　　　　　　　�� (��
�

よって　　FRV�')( 
(スセ��
ソ�


